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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月8日(2014.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
流水口を有する本体と、
本体に設置された椀状のデフレクターと、
デフレクターには多数の散水孔が環状に並設され、環状に並設された散水孔が上下複数の
段に穿設されており、
デフレクター内部の上段散水孔と下段散水孔の間には穴を有する流量調整板が設置され、
最上段の散水孔の上端に鍔部を設置したことを特徴とする放水型ヘッド。
【請求項２】
デフレクターの散水孔が穿設された側面から鍔部の外縁部までの距離は、散水孔の幅以上
とした請求項１記載の放水型ヘッド。
【請求項３】
散水孔から鍔部の外縁部に向けて鍔部を上方に傾斜させた請求項１または請求項２記載の
放水型ヘッド。
【請求項４】
散水孔が穿設されたデフレクターの側面と、散水孔の上部に形成された鍔部との境界部分
がアール形状または傾斜形状である請求項１～請求項３の何れか１項記載の放水型ヘッド
。
【請求項５】
鍔部に散水孔から鍔部の外縁に向かう溝を刻設した請求項１～請求項４の何れか１項記載
の放水型ヘッド。
【請求項６】
流水口を有する本体と、
本体に設置された椀状のデフレクターと、
デフレクターには多数の散水孔が環状に並設され、環状に並設された散水孔が上下複数の
段に穿設されており、
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デフレクター内部の上段散水孔と下段散水孔の間には穴を有する流量調整板が設置され、
最上段の散水孔の上端には流水口の放水方向と交差する方向に拡張した面が設置されてい
ることを特徴とする放水型ヘッド。
【請求項７】
流水口を有する本体と、
本体に設置された椀状のデフレクターと、
デフレクターには多数の散水孔が環状に並設され、環状に並設された散水孔が上下複数の
段に穿設されており、
デフレクター内部の上段散水孔と下段散水孔の間には穴を有する流量調整板が設置され、
最上段の散水孔の上端には流量調整板と平行な方向に拡張した面が設置されていることを
特徴とする放水型ヘッド。
【請求項８】
流量調整板の穴の最小部口径は、流水口の最小部口径よりも小さい請求項７記載の放水型
ヘッド。
【請求項９】
散水孔とその隣の散水孔までの間隔は、散水孔の幅よりも狭い請求項１～請求項８の何れ
か１項記載の放水型ヘッド。
【請求項１０】
上段散水孔の高さ寸法は下段散水孔の高さ寸法よりも短い請求項１～請求項９の何れか１
項記載の放水型ヘッド。
【請求項１１】
上段散水孔の数と下段散水孔の数が等しい請求項１～請求項１０の何れか１項記載の放水
型ヘッド。
【請求項１２】
放水型ヘッドは天井が設置されない場所に設置可能である請求項１～請求項１１の何れか
１項記載の放水型ヘッド。
【請求項１３】
散水孔の上端には散水孔から噴出される水が沿って流れる面を有する請求項１～請求項１
２の何れか１項記載の放水型ヘッド。
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